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remoでは、様々な情報や価値を運ぶことのできるメディア「映像」を、21世紀にふさわしい概念で捉え
なおし、新たなフィールドを開拓することを目的とした実践的な試みを行う研究会[New Visionaries]
を主宰しています。
このマップは、これまで[New Visionaries]の活動の中で出会った様々な事実や動向を元に、関連する
トピックをあらためておおよその時系列に配置したものです。ここでは映画、アート、政治、技術、通信
などの歴史が見え隠れしつつ、さまざまに相互干渉しあっている様が見えてきます。この図から、現代
において映像メディアの担う役割が「娯楽（エンターテインメント）」に留まらず、さらに大きな機能を
持っていることを感じ取っていただければと考えています。
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第一回ベネチアビエンナーレ 第二次世界大戦終結 米ケネディ

大統領暗殺 大阪万博開催 イラン・イラク戦争
漫才ブーム バブル崩壊 阪神・淡路大震災 アメリカ同時多発テロ

●SONY 世界初DV（デジタルビデオ方式）3CCD搭載デジタルビデオカメラレコーダー
　[DCR-VX1000][DCR-VX700]発売

●シネマトグラフ
>> リュミエール兄弟（仏）が、世界で初めての上映会を行う。

●テレビ
>> イギリスで放送実験が成功したのがこの年。
日本では1953年に放送が開始された。

●Napster

●Gnutella

●スクリーン

●フィルム

●電子ペーパー

●監視カメラ
>> ロンドンの地下鉄構内に設置されたのが最初。

●ダミー監視カメラ

●日本で著作権法制定

●日本赤軍、よど号をハイジャック
>> テレビで生中継された初めてのハイジャック。

●E-cinema

●YCAM

●エシュロン

●フロッピーディスク

●PXL2000

●DVD

●miniDV

●CDプレーヤー

●東京ビデオアートセンター

●Medi@ct

●アンダーグラウンドアーカイブス

ノキア、ヘルシンキで携帯電話に 
地上波デジタルテレビ試験放送開始 ●

●（英）BBC
Building Public Value●VJ

●レーザーディスク

●MTV開局（米）

●ホームシアター

●胃カメラ

●エジソン（米）、トーキー映画公開

●日米クロストークインターメディア

●世界前衛映画祭
>> これを契機にアメリカやヨーロッパの実験映画が日本に一挙に入ってくる。

●Copy Left運動

●液晶カラーディスプレイ
●液晶ディスプレイ

●映像が送れるFAX

●インターネット民間へ ●i-modeサービス開始●パーソナルコンピューター

●windows95発売

●1G / 第１世代携帯電話（アナログ）サービス終了

●2G / 第２世代携帯電話（デジタル）サービス開始

●3G / 第３世代携帯電話サービス開始

●WinMX（Napster互換/P2Pソフト）

●インターネットブーム

●自動車電話

●SD / スマートメディア

●Paper Tiger Television （PTTV） 

●日本でのラジオ放送開始

●Netscape社（米） Netscape Navigator発表

●任天堂 ファミリーコンピューター発売

●SONY携帯ビデオ撮影機
　「ポータバック」発売開始

●V2（http://www.v2.nl/）
●Netherlands Media Art Institute（http://www.montevideo.nl/en/）

●イメージフォーラム

●Ars Electronica

●ふくい国際ヴィデオビエンナーレ
●イメージフォーラム・フェスティバル

●media art festival of the ZKM.

●山形国際ドキュメンタリーフェスティバル

●Deaf

●オリンピア（独）
>> 『美の祭典』レニ・リーフェンシュタール

●（日）NHK、BS放送開始

●デジタル放送

●見えるラジオ（FM波文字多重放送）●マイクロラジオ
●ラジオ、欧米で相次いで実験放送

●ナムジュン・パイク（韓）
『音楽展ーエレクトリックTV』
＊ビデオアート

●ビデオスコープ●ファイバースコープ

●（独）ブラットナーフォン考案
>> 最初のテープレコーダー

●パブリック・アクセス

●エクスパンデッド・シネマ

●ディープディッシュTV

●ヨハン・グリモンプレ
『dial H-I-S-T-O-R-Y』
＊ザッピング

●Creative Commons
　（クリエイティブ・コモンズ）

●ヴァルター・ベンヤミン（独）
『複製技術時代における芸術作品』

●APPLE社（米）創業 Apple I 発売
●βマックス方式VTR

●VHS方式VTR
●取扱説明ビデオ

●個室ビデオ
●ビデオレター ●vinyl videoTM

●ジョルジュ・メリエス（仏）
『月世界旅行』
＊ナラティブ

●SONY ビデオカメラレコーダー
　ハンディカム1号機[CCD-M8]発売

●インディペンデントメディアセンター

●Nシステム

●De Waag Society / for Old and New media

●IAMAS開校

●ICC

●ZKM

●デジタルスタッド（http://www.dds.nl/）

●『進化する映像』
>> 国立民族博物館で行われた展覧会

●CS放送

●van映画科学研究所

媒体の変遷

上映/鑑賞の環境

メディアセンター

著作権利

映像と権力

放送の変遷

HeliodisplayTM 発表
>> IO2technology社（米）によって開発された。

室温の差によって空中に映像を投影する。

『dial H-I-S-T-O-R-Y』
>> ドン・デリーロの小説を基にした架空のストーリーラ
インをベースに、様々なハイジャックのニュース映像（最
初のフライトから今日まで）をzappingすることで、マス
メディアというメインストリームの中で語られたストー
リー・歴史を再編するとともに、マスメディアの在り方を
鋭く批評した映像作品。

原案・監督：ヨハン・グリモンプレ
制作：ジョルジュ・ポンピドゥー・センター
68min / 1997 / ドクメンタX招待作品 
ダゲレオ出版よりDVD販売中

ビデオアート
美術の歴史にビデオアートと呼ばれる
作品が出現したの1963年。美術家ナム
ジュン・パイクが、TVモニターを用い
た展覧会をドイツで開いたのが始まり
とされている。彼はビデオという当時
のハイテクノロジーに着目、「テクノロ
ジーと電子環境をどのように人間的な
ものにするか」を試行するため、映像
作品、ビデオインスタレーションなど
数々の作品を制作。映像による表現を
通して芸術の概念をも拡大し続け、ビ
デオをアートの形体のひとつとして、
その可能性を広げた。現在では映像メ
ディアを用いた多種多様な表現が見
受けられる。

シネマトグラフ
1895年、リュミエール兄弟が撮影、映写、ポジの焼き付けと
いう三つの機能を兼ね備えたシネマトグラフを開発。同年12
月28日にパリのカフェで有料の試写会を開いたのが映画の
はじまりとされている。現在、アメリカのトーマス・エジゾン
と並び「映画の父」と呼ばれる。1987年には、大阪でも公開さ
れている。

Creative Commons
（クリエイティブ・コモンズ）

米国の憲法学者Lawrence Lessig教授などが中心に
なって運営しているプロジェクト。

「クリエイティブ・コモンズでは、知的財産権によるコン
トロールを意図的に制限し残りの部分を"共有地"に置
くことによってあらゆる創造的な活動を支援できる
と考えています」（荒川靖弘氏によるテキストから）

エクスパンデッドシネマ
1960年代後半、映画館の規定のスク
リーンではなく、複数の映写機で複数
のスクリーンに投影するマルチプロ
ジェクションや、スクリーン以外の物
体や空間などに投影し、他メディアと
のコラボレーションを行うなど、映画
の概念を創造的に拡張するムーブメ
ントがあった。
日本では、松本俊夫が『つぶれかかっ
た右目のために』で3台の16mmフィ
ルムプロジェクターを使ったプロジ
ェクションが始めて。1968年。

ヨハン・グリモンプレが、
『ダイアル ヒ・ス・ト・リ・ー』の中で用いた文法
～Zapping～
一般的に、リモートコントロールを用いてテレビのコマーシャル中に
番組と番組の間を自由に切り替える行為がこう呼ばれている。『ダイ
アル ヒ・ス・ト・リ・ー』の中で行っている映像のサンプリングを「ザ
ッピング」と呼ぶJohan Grimonprez。彼はこれを「現実の新しい見
方である」と捉える。

「それはまさに湾岸戦争で使用されていたテレビの言語に反映し
ていたのです。おむつと政治、ケチャップと高性能ミサイルなど、
報道の映像とコマーシャルが交錯した状態でした。もし湾岸戦争
の報道をベトナム戦争があった時代に見ることができたとしたら、
いかにニュース産業が超現実的 / シュールリアリスティックなショ
ッピングゾーンに変貌しているか一目瞭然でしょう」（粉川哲夫氏
との対談より＠remo）

ナラティブ
1902年に、世界で初めて物語構成（ナラティブ
narrative）を持った映画『月世界旅行』がフランス
で制作される。監督は世界で最初の職業映画作家
であるジョルジュ・メリエス。翌年の1903年にア
メリカでも、エドウィン・ポーター監督による物語
性のある作品『大列車強盗』が制作・公開される。 

[映画とテレビ、以外 ～さまざまな映像表現～]
リュミエール兄弟が動くイメージ「映像」を鑑賞する仕組みを開発し
て以来、エンターテイメントとしての商業映画が発展していく一方で、
フィルムを用いたあらゆる表現に関する実験が繰り広げられ、数々の
手法や作品が生み出されるとともに、映画が成熟するプロセスの一旦
をも担うこととなりました。その後、テレビやビデオなどの出現により、
ビデオアートと呼ばれる作品が生まれているように、アーティストは
常に、同じメディア（媒体）を使いながらも、既存のメディアの在り方
を検証し、異なった視点でそれの持つ特異性を見い出し、その可能性
をあらゆる方向に拡張することで、新たな表現を創造し続けています。
今後、さらに増殖していくであろう多種多様な映像表現のアウトプッ
トは、既存の映画館やテレビ、そして美術館のみにとどまることはな
いでしょう。

[文房具/実用品としての映像]
映像に関連するトピックをこうしておよその時系列に並べてみると、
いわゆる「作品」として扱われる映像の流れがあるのと同時に、監視カ
メラ、胃カメラ(ビデオスコープ)、電化製品などの取扱説明ビデオとい
った流れも見えてきます。それらは独立した「作品」としてではなく、何
かをより詳細に、より確実に知ろうとする時に有効な機能を持った道
具として、映像が利用されようとしていることを示しています。つまり
過程（プロセス）としての映像の活用です。このような流れが、携帯電話
の契約台数（8000万台）のうち64％がカメラ付の機種となった今、人々
が身近な道具（文房具や実用品）として更に映像を活用する状況が、近
い将来訪れて来るであろうことの予測を容易にしています。また、80年
代の半ばからほぼ世界同時的にVJ（Video / Visiual Jokey）と称される
人々が活動を開始します。クラブなどで始まったとされるこの動きは、
DJが音楽によってその場を演出するようにVJは映像/視覚でその場を
演出します。驚くことにこれは、映像をストーリーや何か具体的な情報
を運ぶメディアとしてではなく、場を演出する素材のひとつとして広
く用いようとする態度の誕生を示しているでしょう。

[パブリック・アクセス]
1972年、比較的早くからケーブルテレビの普及した合衆国において、
アメリカ連邦通信委員会により、すべてのケーブルテレビ局に設置を
義務付けられた制度。大資本メディアによるテレビの寡占を避けるた
め、アーティスト、アクティヴィストの抗議活動に応じて制度化されま
した。地域の住民が使用するための専用チャンネルであり、公共サー
ビスとしてフランチャイズ契約に基づき運営されています。
パブリックアクセスの草分け的存在といわれるペーパータイガーTV
は「情報産業の神話を打ち砕く」という標語を掲げ、ディープディッシ
ュTV衛星ネットワークは同様の各地のパブリックアクセス・チャンネ
ルを結び、合衆国全土に中継しています。日本では、熊本ケーブルネッ
トワークが「使えるテレビ」と銘打ち、「住民の住民による住民のため
のテレビ」 の実現を目指し番組を制作し、慶応大学湘南藤沢キャンパ
スの大学生が中心になってはじまった[湘南テレビ]や、インターネッ
トを手始めに北海道におけるパブリック・アクセスの拠点となってい
る[シビック・メディア]など、全国で様々な動きが始まりつつあります。
同時にインターネットが身近な存在となった現在では、この考え方を
推し進めた新たなパブリック・アクセス手段、デジタル・スタッド（デ
ジタル都市の意）という発想も登場しています。94年に生まれたイン
ターネット上の都市コミュニティーであるデジタルスタッドというこ
の発想は、誰もが自由にメディアを持ち、表現し、メディアを通じて直
接的な社会参加を実現できるようにしようという意図を持つものと
しています。

「ベンヤミンは、写真や映画のような複製技術の発達
が、これまでの芸術概念の中心をなしていたアウラを
消滅させ、新しい価値観をもった芸術が登場すること
を予言的に論じた。同時に彼は、写真や映画が視覚的
無意識を発見させるように、新しいメディアこそが、
かつての芸術や表現にそなわっていたアウラを逆に
見えるようにする、というするどい指摘を行っている。
アウラは集団的かつ複製的な表現、受け手が送り手に
なるようなメディアの可能性によって消失し、その喪
失によってむしろ存在を明確にさせたという逆説が
ここにはある。この逆説を通して、ベンヤミンは新し

いメディアのなかに、集団的な知覚の革命のトレーニ
ングとなるような政治的な契機を見い出したのであ
る。わたしたちが依然として、このテクノロジーとメデ
ィアの逆説のなかにあることは言うまでもない」（『カル
チュラル・スタディーズ』上野俊哉/毛利嘉考）
つまり、まさしく私たちは今、ベンヤミンの予見の真
っ直中にいる。それは、混乱とチャンスの入り混ざっ
た時代であり、すぐ手を伸ばせばそれぞれの知覚のサ
イズに見合った機会を見つけることができ、それを洗
練させていくこともできる。あるいは、ただただ溺れ
ることもできるのである。

ヴァルター・ベンヤミン
『複製技術時代における芸術作品』（1936）
『ベンヤミン・コレクション1：近代の意味』所収
ちくま学芸文庫 1995年 浅井健次郎 編訳、久保哲司 訳
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ascii24
http://ascii24.com

Paper Tiger Television （PTTV） /
PaperTiger.org

1981年に設立された、開かれた・非営利な・有志（ボランティア）
のビデオ制作者集団。設立以来各地のパブリックアクセスチャ
ンネルに番組を提供。「情報産業の神話を打ち砕く（Smashing 
the Myths of the Information Industry！）」という標語は、共
同創設者のDee Dee Halleck氏のヴィジョンであり、様々な映
像技術の大衆化を道具に、情報発信を企業メディアのみに依存
する状況を打破しようとするもの。

「メディアの企業構造にメスを入れ、その中身の批判的分析に
より、情報産業の神秘のヴェールを剥ぎ、コミュニケーション
産業への批判的精神を養うことで、情報資源の民主的管理を行
うための突破口となる」（第三回日本ビデオ・テレビジョン・フェ
スティバル・カタログより）

DeepDishTV.org / Deep Dish T.V. 
network - the first national grassroots 
satellite network

ディープディッシュTVは、1986年に設立された合衆国初の草の根衛
星ネットワークで、ローカルなパブリックアクセス番組制作者や独立
ビデオ制作者、アクティヴィスト、そしてプログレッシヴなテレビネッ
トワークの理念と実践をサポートしてくれる諸個人を繋いでいる。商
業ネットワーク局がみな似たり寄ったりの一面的な社会の見方を提示
するのに対して、ディープディッシュは多様性をもって成長する。テレ
ビが受動性を促すのに対して、ディープディッシュは教育的で創造的
な番組を配信して活性化する。ディープディッシュの番組は合衆国各
地の200以上のケーブル局の他、いくつかの公共テレビ局でも放映さ
れ、多くの人が衛星から受信している。教師やコミュニティグループに
よって、グループ上映会や議論のためにも利用されてきた。


